
品 名：01_90003_148177_011_02_優先証券プラス・オープン為替ヘッジなしコース（年２回決算型）_789345.docx 

日 時：2019/10/28 10:31:00 

ページ：1 

 

 

 

 
償還報告書（全体版） 

[満期償還] 

優先証券プラス・オープン 
為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 

 

 
 

信託終了日：2019年９月13日 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「優先証券プラス・オープン 為替ヘッジな

しコース（年２回決算型）」は、この度、信託期間を

満了し、償還の運びとなりました。ここに謹んで運用

経過と償還内容をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 2019年９月13日まで（2014年10月３日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、高水準
のインカムゲインの確保と信託財産の成長を
目指して運用を行います。 

主要運用対象 

優 先 証 券 
プラス・オープン 
為替ヘッジなし 
コース（年２回 
決 算 型 ） 

プリファード・セキュリティー
ズ・ファンド ＵＳＤクラス受益
証券およびマネー・プール マ
ザーファンド受益証券 

プリファード・ 
セ キ ュ リ 
テ ィ ー ズ ・ 
ファンド ＵＳＤ 
ク ラ ス 

米ドル建の優先株、優先リート、
CoCos 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・米ドル建の優先株、優先リート、CoCosを実
質的な主要投資対象とします。 

・ボトムアップ・アプローチとトップダウン・
アプローチの融合により、ポートフォリオ
を構築します。 

・保有する米ドル建資産について、原則とし
て為替ヘッジを行いません。 

主な組入制限 
投資信託証券（上記の受益証券をいいます。）
への投資割合には、制限を設けません。 

分配方針 

毎年６月13日および12月13日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額の範囲
は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。基準価額
水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、
分配金額を決定します。（ただし、分配対象収
益が少額の場合には分配を行わない場合もあ
ります。） 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

７期(2017年12月13日) 12,091    10 6.9 － － 95.1 293 

８期(2018年６月13日) 11,388    10 △5.7 － － 98.6 222 

９期(2018年12月13日) 11,313    10 △0.6 － － 99.5 212 

10期(2019年６月13日) 11,796    10 4.4 － － 99.7 204 

(償還時) (償還価額)       

11期(2019年９月13日) 11,758.09 － △0.3 － － － 84 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ 

2019年６月13日 11,796    － － － 99.7 

６月末 11,807    0.1 － － 98.0 

７月末 12,055    2.2 － － 98.1 

８月末 11,822    0.2 － － 98.4 

(償還時) (償還価額)     

2019年９月13日 11,758.09 △0.3 － － － 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

運用経過
第１期～第11期：2014年10月３日～2019年９月13日

設定来の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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設定時 2016/１/27 2017/５/18 2018/８/31 信託終了日

（円） （百万円）

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 １ 期 首 10,000円
第 11 期 末 11,758.09円
既払分配金 100円
騰 落 率 18.6％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

償還価額は設定時に比べ18.6％（分配金再投資ベース）の上昇
となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

配当・利子収入の積み上げ等を受け、優先証券市況が上昇したこ
とが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米ドルが対円で下落したことが、基準価額の下落要因となりまし
た。

下落要因

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

第１期～第11期：2014年10月３日～2019年９月13日

投資環境について

優先証券市況
信託期間を通してみると、優先証券市場
は上昇しました。
ファンド設定時から2017年末にかけては、
2016年11月にトランプ氏が米大統領選
挙で勝利した後、米国で経済成長とイン
フレが加速するとの観測が高まり米国金
利が急上昇したこと等を背景に下落する
局面もありましたが、米連邦準備制度理
事会（ＦＲＢ）による利上げが緩やかな
ペースで実施されるとの見方が強まった
ことや、世界経済が底堅く推移するとの
観測等を受け、投資家のリスク選好姿勢
が強まったこと等を背景に優先証券市場
は上昇基調で推移しました。2018年は世
界的な貿易摩擦への警戒感を背景にリス
ク回避姿勢が強まったこと等から軟調と
なりましたが、2019年に入ると米国で利
下げ観測が高まったこと等を受けて米国
金利が低下したこと等を背景に、上昇し
ました。また、信託期間を通じて、配
当・利子収入の積み上げがプラスとなり
ました。

為替市況
信託期間を通してみると、米ドルは対円
で下落しました。
ファンド設定直後は、日銀が国債の買い
入れ等を含む金融緩和策を打ち出したこ
と等を背景に米ドルは対円で上昇しまし
たが、その後、英国の欧州連合（ＥＵ）
離脱問題等を背景にリスク回避の動きが
強まったこと等から下落しました。2016
年11月、トランプ新政権による各種景気
刺激策への期待等を受けて急反発した後、
2017年以降はおおむねボックス圏内での
推移が続きました。2019年に入ると、米
国の利下げ観測を背景とする米国金利の
低下等を受け、下落基調となりました。
信託期間を通してみると米ドルは対円で
下落しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％前後で推
移、国庫短期証券（３ヵ月物）の利回り
は概ね０％を下回る水準で推移しました。
設定時から2016年１月までの無担保コー
ル翌日物金利は、日銀による金融緩和政
策の影響を受けて、0.1％を下回る水準で
推移しました。2016年２月のマイナス金
利の適用開始以降は、おおむねマイナス
圏での推移となり、足下ではマイナス
0.04％程度で推移しました。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

優先証券プラス・オープン　為替
ヘッジなしコース（年２回決算型）
信託期間を通じて、円建の外国投資信託
であるプリファード・セキュリティー
ズ・ファンド　ＵＳＤクラス受益証券を
高位に組み入れ、マネー・プール　マ
ザーファンド受益証券への投資も行いま
した。
第11期（2019年６月14日～信託終了
日）は、償還に向け、2019年９月６日に
プリファード・セキュリティーズ・ファ
ンド　ＵＳＤクラスの組入比率をゼロに
しました。また、マネー・プール　マ
ザーファンド受益証券を一部組み入れた
運用を行いましたが、９月５日に組入比
率をゼロにしました。

プリファード・セキュリティーズ・
ファンド　ＵＳＤクラス
米ドル建の優先株、優先リート、ＣｏＣ
ｏｓに投資を行い、保有する米ドル建資
産について、為替ヘッジは行いませんで
した。
ポートフォリオの構築にあたっては、投
資対象銘柄ごとの発行条件や発行体の信
用リスクの分析等に基づくボトムアッ
プ・アプローチと、マクロ分析による金
利や信用リスクの市場見通し等に基づく
トップダウン・アプローチとを融合して
銘柄選択を行いました。
信託期間を通じて、資産別配分では、Ｃ
ｏＣｏｓの比率を優先株、優先リートと
比較して高めとしました。
信託期間を通じて、国・地域別配分では、
米国、英国等の比率を高めとしました。
第11期（2019年６月14日～信託終了
日）は、償還に向け、2019年８月下旬に
かけて保有資産を売却し、安定運用に切
り替えました。

設定時からの国庫短期証券（３ヵ月物）
の利回りは、日銀による量的・質的金融
緩和のなか、2016年１月までは概ねマイ
ナス0.1％～０％の範囲で推移しました。
１月の日銀金融政策決定会合でマイナス
金利の導入が決定されると金利低下圧力

が強くなり、2016年12月にかけてはマ
イナス0.45％程度まで低下しました。そ
の後、短期国債の需給が緩和したことな
どから上昇傾向となり、足下はマイナス
0.15％程度で推移しました。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

マネー・プール　マザーファンド
信託期間を通じて、わが国の国債や短期
国債（国庫短期証券）現先取引、コー
ル・ローンおよびＣＰ現先取引等への投

資を通じて、安定した収益の確保や常時
適正な流動性の保持を目指した運用を行
いました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、第１期から第
10期までは各10円の分配とさせていただきました。信託期間中、累計で100円の分配を行わせ
ていただきました。

償還価額

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）
償還価額は11,758円09銭となりました。

信託期間中はご愛顧賜り、誠にありがとうございました。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

2019年６月14日～2019年９月13日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 38 0.317 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (13) (0.112) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (23) (0.197) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.008) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 38 0.320

期中の平均基準価額は、11,846円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型）
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優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年６月14日～2019年９月13日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
プリファード・セキュリティーズ・ファンド 
ＵＳＤクラス 

0.075 761 20 204,514  
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マネー・プール マザーファンド － － 9 9 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月14日～2019年９月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年９月13日現在) 

 

 信託終了日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

プリファード・セキュリティーズ・ファンド ＵＳＤクラス 20 

合 計 20 
 
 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

マネー・プール マザーファンド 9 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年９月13日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 84,764 100.0 

投資信託財産総額 84,764 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2019年９月13日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 84,764,962   

 コール・ローン等 84,764,962   

(B) 負債 320,616   

 未払信託報酬 317,406   

 未払利息 436   

 その他未払費用 2,774   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 84,444,346   

 元本 71,818,057   

 償還差益金 12,626,289   

(D) 受益権総口数 71,818,057口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 11,758円09銭 
 
＜注記事項＞ 

期首元本額 173,715,195円 

期中追加設定元本額 109,778円 

期中一部解約元本額 102,006,916円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.175809円です。 
 

○損益の状況 (2019年６月14日～2019年９月13日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 729,234   

 受取配当金 730,931   

 支払利息 △     1,697   

(B) 有価証券売買損益 △   683,356   

 売買益 171,253   

 売買損 △   854,609   

(C) 信託報酬等 △   320,184   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   274,306   

(E) 前期繰越損益金 9,777,402   

(F) 追加信託差損益金 3,123,193   

 (配当等相当額) (   2,280,702)  

 (売買損益相当額) (     842,491)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 12,626,289   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
 

 

  

親投資信託残高 
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優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型）

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2014年10月３日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2019年９月13日 資 産 総 額 84,764,962円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 320,616円 

純 資 産 総 額 84,444,346円 

受益権口数 1,161,459,122口 71,818,057口 △1,089,641,065口 受 益 権 口 数 71,818,057口 

元 本 額 1,161,459,122円 71,818,057円 △1,089,641,065円 １万口当たり償還金 11,758円09銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 1,553,406,049円 1,673,795,667円 10,775円 10円 0.1％ 

第２期 909,022,982   1,049,199,740   11,542   10   0.1   

第３期 540,983,447   619,640,509   11,454   10   0.1   

第４期 451,485,210   462,054,021   10,234   10   0.1   

第５期 392,391,523   435,932,984   11,110   10   0.1   

第６期 278,356,868   315,172,523   11,323   10   0.1   

第７期 242,858,062   293,629,542   12,091   10   0.1   

第８期 195,427,950   222,561,753   11,388   10   0.1   

第９期 187,575,306   212,198,753   11,313   10   0.1   

第10期 173,715,195   204,917,895   11,796   10   0.1   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 11,758円09銭 
 
◆償還金は償還日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆課税上の取り扱い 

・個人受益者の場合、償還価額から取得費（申込手数料（税込）を含みます。）を控除した利益（譲渡益）が譲渡所得等として課税され、原

則として、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率による申告分離課税が適用されます。 

・特定口座（源泉徴収選択口座）を利用する場合、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収され、

原則として、申告は不要です。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

 

 


